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研究成果の概要（和文）： 

インドの財閥における所有・家族支配の特質およびインド財閥傘下の上場企業のコーポレ

ート・ガバナンスについて研究した。具体的に明らかにできたのは、インド財閥において「所

有と支配」の未分化の状態が傘下企業の株式保有を通じて依然として続いている点である。

一方、財閥は事業の規模拡大や多角化をする際、多くの専門経営者を導入し、近代的な経営

方針へ移行しつつあるように見える。つまり、経営体制については、所有と経営の分離をせ

ず、所有する一族や財閥内部昇進者と専門経営者との合理的結合を図りながら財閥経営をす

るに至っているのである。そして、インドの経営体制の実態の模索という研究分野が、今後

の研究課題として浮かび上がったのである。本研究により、独自性と斬新性のあるインド財

閥の所有・支配・経営について明らかにすることができたこと評価することができる。 
研究成果の概要（英文）： 
 
This is the research of Indian Zaibatsu industries, focusing to the Ownership and 

Control of Indian Zaibatsu companies. Concretely, it was able to clarify that the 
"Ownership and control" are still attached together. However, expanding of the business 
scale and diversifying, the Zaibatsu seems to shifting modern management policy with 
appointing a lot of Professional Managers. 
In other word, it has not separated the ownership and management, Zaibatsu Still 
controls the family members. And in the future it is needed to research about the 
managerial system of Indian Zaibatsu, originality of this research is to clarify the 
ownership, rule and the management system of an Indian Zaibatsu. 
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１． 研究開始当初の背景 

インドの財閥における所有・家族支配の特

質およびインド財閥傘下の上場企業のコー

ポレート・ガバナンスが、インド内外の一般

投資家や提携パートナーの中長期的利益に

いかなる影響を及ぼすかを調査する。 
 
２． 研究の目的 

インドの財閥では、未だに所有と経営が分

離しておらず、創業者家族による独裁的経営

色が濃くなることは否めない。さらに、小株

主に対する説明責任の欠如、情報の透明性の

欠如などといったコーポレート・ガバナンス

の諸要素が徹底されていないことなどが基

本問題として挙げられる。そこで、インドの

財閥では、有効的なコーポレート・ガバナン

スを企業経営に反映させていくことが可能

であるのか、という問題がある。インド国内

外の先行研究を踏まえ、現地での聞き取り調

査を通じてこの問題を明らかにする。 

 

３． 研究の方法 
インド企業のガバナンスを明らかにする

ため、文献研究のみならず、インド財閥のデ

ィスクローズに関わる部門等への聞き取り

調査を行う。 
 
４． 研究成果 
(1)インドの財閥における所有・家族支配

の特質およびインド財閥傘下の上場企業の

コーポレート・ガバナンスについて研究した。

本研究で具体的に明らかになった点は、イン

ド財閥において「所有と支配」の未分化の状

態が傘下企業の株式保有を通じて依然とし

て続いている点である。一方で、財閥は事業

の規模拡大や多角化をする際、多くの専門経

営者を導入し、近代的な経営方針へ移行しつ

つあるように見える。つまり、経営体制につ

いては、所有と経営の分離をせず、所有する

一族や財閥内部昇進者と専門経営者との合

理的結合を図りながら財閥経営をするに至

っているのである。 
(2)インド財閥は意思決定の側面、人事の側

面など情報開示に対して閉鎖的であるため、

財閥経営に関する全般的な実態把握に限界

がある中、本研究は、変動するインド財閥の

経営体制の実態把握に一定の貢献をもたら

したといえる。本研究の成果は、独自性と斬

新性のあるインド財閥の所有・支配・経営に

ついて明らかにした点である。 
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